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第４回定例会第４回定例会

平
成
十
九
年
第
四
回
定
例
会
は
、
昨
年
十
二
月
七
日
に
開
会
し
、
二
十
五
日
ま
で
の
十
九
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら

東
大
阪
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

を
は
じ
め

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

な
ど
八
十
一
案
件

が
提
案
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
提
出
案
件
中

東
大
阪
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に

つ
い
て
は
、
早
急
に
助
成
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
議
員
全
員
か
ら
、
市
長
に
対
し
て
要

望
が
出
さ
れ
、
追
加
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
六
案
件
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、
平
成
十
八
年
度
決
算
認

定
議
案
十
四
件
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
の
上
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
議
決
結
果
は
二
面
の
と
お
り
）

な
お
、
十
二
月
十
二
日
、
十
三
日
に
は
、
代
表
、
個
人
合
わ
せ
て
十
二
名
の
議
員
か
ら
質
疑
、

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
は
、
長
尾
前
市
長

に
対
す
る
不
信
任
案
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
執
行
さ
れ
た

市
長
選
挙
後
、
初
め
て
開
か
れ

る
定
例
議
会
で
あ
り
、
開
会
初

日
に
は
野
田
市
長
か
ら
所
信
表

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
定
例
会
に
は
市
長

か
ら
八
十
一
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
な
ど
六
施
設
の
指
定
管

理
者
の
選
定
に

関
す
る
議
案
に

つ
い
て
論
議
が

集
中
し
ま
し

た
。指

定
管
理
者

制
度
は
、
公
共

施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
手
法

を
取
り
入
れ
る

制
度
で
、
本
市

で
は
平
成
十
八

年
四
月
か
ら
導

入
し
ま
し
た
。

当
初
は
多
く
の
施
設
に
お
い

て
、
公
募
を
行
わ
ず
市
の
外
郭

団
体
（
財
団
法
人
東
大
阪
市
公

園
協
会
等
）
を
指
定
管
理
者
に

選
定
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
前
回
の
選
定
時

に
は
契
約
期
間
を
本
来
の
三
年

契
約
を
二
年
間
に
限
定
し
、
今

後
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
外
郭
団
体
の
統

廃
合
を
含
め
た
見
直
し
を
行
っ

た
う
え
で
、
公
募
す
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
公
募
に
よ

る
指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
こ

れ
ま
で
の
約
束
で
あ
っ
た
外
郭

団
体
の
見
直
し
が
一
向
に
進
ん

で
い
な
い
状
況
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
安
易
な
公
募
に

よ
る
指
定
管
理
者
の
選
定
を
行

え
ば
、
外
郭
団
体
の
一
方
的
な

廃
止
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
市
は
ま
ず
外
郭
団
体
の
見

直
し
を
行
っ
た
う
え
で
、
公
募

に
す
べ
き
で
あ
り
、
現
時
点
で

の
選
定
に
は
問
題
が
あ
る
と
し

て
議
会
は
、
議
案
を
引
き
続
き

閉
会
中
に
継
続
審
査
を
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
で
可
決
し
た

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
平
成
十
九
年
東
大
阪
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）
》

補
正
額
は
十
二
億
七
千
二
百

四
十
九
万
六
千
円
。
主
な
事
業

と
し
て
は
、
学
校
園
、
保
育
所

等
へ
の

配
備
事
業
五
千

八
百
六
十
六
万
六
千
円
、
環
境

保
全
公
社
運
営
資
金
貸
付
金
二

億
二
千
万
円
、
高
齢
者
等
住
宅

改
造
助
成
事
業
九
千
四
百
万
円

等
。

《
東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
》健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
被
保
険
者
の
自
己
負

担
二
割
の
対
象
年
齢
を
現
行
の

三
歳
未
満
か
ら
義
務
教
育
就
学

前
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
規
定

の
整
備
に
つ
い
て
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
も
の
。

少
子
化
が
進
む
な
か
、
本
市

に
お
い
て
も
乳
幼
児
を
持
つ
保

護
者
や
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
産

み
育
て
た
い
と
考
え
る
若
い
世

代
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
一
層
の
充
実
を
望
む
声

が
あ
り
ま
す
。

議
会
は
市
民
が
真
に
望
む
施

策
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
す
る

こ
と
が
議
会
の
使
命
で
あ
る
こ

と
か
ら
全
議
員
の
総
意
の
も

と
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

を
四
月
よ
り
入
院
、
通
院
と
も

小
学
校
入
学
前
ま
で
拡
充
す
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
長
は
こ
の
意
を
く
ん
で
、

最
終
日
の
本
会
議
に
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
す
る

た
め
の
条
例
改
正
等
を
提
案

し
、
議
会
は
可
決
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
最
終
日
、
議
会
は

次
の
方
々
の
推
薦
に
つ
き
異
議

な
い
旨
の
答
申
を
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

長
谷
川
弘
子

大
里

信
昭

祝
前

俊
宏

石
原

健
治

冨
士

博
良

秋
山
佐
智
子

小
島

孝

山

勢
津
子

東
大
阪
議
０
２
１
５
０
１

１
面

藤

井

奥

奥

尚

― 月７日 月 日―

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
異
議
な
い
旨
答
申

めざせ
高校日本一

（花園ラグビー場）

チームワークでボールをつなぎ、あふれ
るパワーがぶつかり合います。
〔第 回全国高校ラグビー大会 決勝戦〕


